
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜自己研修の意義＞ 

 中堅教諭等資質向上研修対象の先生方は、教員等育成指標に示されたキャリア・ライフステージの「 実践

力の充実期」、又は 実践力の発展期」に該当します。 

 研修には、大きく分けて３つの種類があります。１つ目は、必ず受講しなければならない中堅研のような

法定研修。２つ目は、受講義務はないが、教師としての資質向上・課題解決のために自ら希望して受講する

研修。３つ目は、自分でテーマを設定し、ＰＤＣＡサイクルを回しながら課題解決を図っていく自己研修と

なります。 

 中央教育審議会の令和４年答申「  令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方に

ついて～ 新たな教師の学びの姿」の実現と、多様な専門性を有する質の高い教職員集団の形成～」では、

個別最適な学び、協働的な学びの充実を通じて、 主体的・対話的で深い学び」を実現することは、児童生

徒の学びのみならず、私たち教師の学びにも求められるものであり、教師の学びの姿は、子供たちの学びの

相似形であるべきだと示されました。 

 私たちは、自ら問いを立て、実践を積み重ね、振り返り、次につなげていく探究的な学びを、自分でデザ

インしていくことが求められています。学びや研修に対する考え方の転換を図り、これまで以上に自分自身

の学びのテーマについて常に強い意識を持ち、自己研鑽に励むことが大切です。 

 キーワードは、 学び続ける教師」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜計画書の作成①＞ 

 中堅研の計画書は、４月、又は５月に教育委員会に提出します。 

 自己研修は、上記左側に示すとおり、テーマを設定し、実践と省察を繰り返しながら、次第に改善を

図っていくアクションリサーチという手法で行います。 

 研修を進めるに当たって大切にすることは、自分自身の思考や行動を客観的に把握し認識する視点、

つまり メタ認知」をしながら進めることです。自分の実践をメタ認知した結果、うまくいっていない

と判断する時は、ＰＤＰＤ、ＰＤＣＰ等何度でも戻りながら進めてください。試行錯誤していくことで、

課題解決の方向性が見え、子供の姿もより見えるようになります。 

 自分自身をスキルアップしてくためには、上記赤枠で示した自己研修のテーマに何を設定するかが重

要です。 

＜計画書の作成②＞ 

テーマを設定するに当たっての留意点については、計画書の様式に 計画書の作成に当たっては、

キャリア・ライフステージで求められる資質の向上に繋がるテーマを設定すること」と記載がありま

す。キャリア・ライフステージで求められる資質は、教員等育成指標の上記赤枠、青枠部分に示して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜計画書の作成③＞ 

具体的には、「 実践力の充実期」 実践力の発展期」における各職種の目指す教師像は、上記のとお

りになります。 

 教員等育成指標には、その他に、教諭の方は ３つの力（学習指導、生徒指導、マネジメント）と４

つの視点（復興教育、キャリア教育、特別な配慮を必要とする児童生徒への教育、ＩＣＴや情報・教育

データの利活用）」、養護教諭・栄養教諭の方は 専門領域における職務及び２つの力と４つの視点」

の記載がありますので、内容を確認しながら実践を積んでいくことになります。 

留意点は、小・中学校等で一般的に行われている校内研究のテーマが、そのまま自己研修のテーマ

にはなりにくいという点です。校内研究のテーマを自己研修のテーマとして掲げることが、教員等育

成指標に示された 実践力の充実期」や 実践力の発展期」の内容などに繋がるものであるかどうか

は、吟味が必要です。 

 

＜自己研修シェアリングで使用する【様式２】＞ 

自己研修は、ＰＤＣＡサイクルを回しながら 12～１月まで実践を積みます。そして、積み重ねた実践

は、上記に示す【様式２】にまとめてください。自己研修シェアリングでは、この様式をもとに発表を

行います。様式のデータは、センターＨＰからダウンロードすることができますので、計画的に作成し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜自己研修シェアリング①＞ 

記入した【様式２】は、12 月～１月に小・中学校の教諭は市町村教育委員会に、県立学校の教諭及び

養護教諭、栄養教諭は県教委に提出します。その後、１月～２月に自己研修シェアリングを行います。シ

ェアリングでは、指定された時間内で自分の実践を発表し、協議を行います。シェアリングに参加する時

は、【様式２】の他に、自分の実践、学習プリント、授業記録、板書の写真等を整理し綴ったポートフォ

リオ等の実践の記録を持参することをお勧めします。実践を整理し、所感を添えながら時系列にファイリ

ングしていくことは、課題解決の足がかりとなり、ＰＤＣＡサイクルの循環にも繋がりますので、記録を

綴る作業を大切にして実践を積んでください。 

 ＜自己研修シェアリング②＞ 

   自己研修シェアリングは、小・中学校の教諭は、教育事務所が行います。高校、特別支援学校の教諭と、 

全校種の養護教諭・栄養教諭は県教育委員会事務局が行います。 

   実施日と実施方法は、別途通知されます。 

   シェアリングの主な内容は、上記の項目のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜最後に＞ 

  「自己研修の取組は、教員等育成指標のキャリア・ライフステージに示す 目指す教師像」と、教諭の

方は ３つの力と４つの視点」、養護教諭と栄養教諭の方は、 専門領域における職務及び２つの力と

４つの視点」の内容に迫るものとし、メタ認知をしながら実践を積んでください。その際、周囲との対

話を大切にしながら、児童生徒と共に成長していくことを願っています。 

  「 

※ 総合教育センターＨＰに掲載されている資料 教員のための自己研修の進め方 アクション・リ

サーチの手法を用いて」も参考にしてください。 

 

 


